
削孔管理IoTシステム
－ 追加機能による更なる効率化－

コンクリート構造物に鋼製ブラケットなどをボルトで固定

する際は削孔を行います。その削孔途中で鉄筋などにあたっ

た場合は、不達孔(既定の長さに達していない孔)となり、改

めて削孔し直す必要があります。ある現場では、101本の正

規孔(既定の長さを満足する孔)をあけるのに95本の不達孔が

発生しました。

削孔の出来形計測には手間と時間がかかるため、「削孔管

理IoTシステム」が開発されましたが、不達孔の計測には対

応していませんでした。そのため、不達孔の計測をせず、設

計変更協議による増額をあきらめる事例もありました。そこ

で、新たに不達孔を計測する機能を追加しました。

機器の構成

削孔管理IoTシステムの構成

機器全体外観

ロッド

PCタブレット
+ レーザー距離計

PCタブレット

レーザー距離計

PCタブレットには不達孔
対応プログラムを内蔵

PCタブレット画面

従来方法からの進歩

削孔管理IoTシステム
正規孔 計測状況

削孔管理IoTシステム

• 正規孔を自動計測、帳票に

自動入力

 (1名体制での計測)

• 不達孔には非対応

 (手計測による対応)

追加機能

削孔管理IoTシステム
不達孔 計測状況

• 不達孔に対応

• 不達孔を自動計測、帳票に

自動入力

• 更なる省力化

従来方法(手計測)

手計測による
計測状況

• 正規孔、不達孔ともスケー

ルを用いて計測

• 計測員と記録員の2名体制
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国土交通省，令和7年3月24日 報道資料，『「働き方改革の実現に向けた効率的な建設工事の促進事業」

のモデル事業の事例集を作成しました ～今求められる建設工事の効率化による働き方改革の実現とは～』

働き方改革の実現に向けた効率的な建設工事の促進事業

不達孔計測作業手順
現地で撮影した静止画面上の孔に微調整したカーソル(円)を合わせることで、「孔の直径」と「重複してい

る孔同士の中心間距離」を計測する。不達孔の断面積( 𝐴 ：正規孔との重複箇所を控除)と削孔長から体積を自

動算出する。

計測結果・算出結果はExcelに自動記録
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○：コア削孔箇所(正規孔) ○：不達孔
○：WJ削孔箇所(正規孔)

対象の孔について：枝番無し…到達孔、枝番有り…不達孔、『-』…数量を円柱形状として形状

① -1 183 66 ① 25 763 66 1,610 294,630 WJ削孔

④ -1 257 53 ④-2 24 531 56 1,139 292,723 WJ削孔

④ -2 531 56 2,463 1,307,853 WJ削孔

⑤ -1 601 60 ⑤ 25 814 62 1,387 833,587 WJ削孔

⑥ -1 607 59 2,734 1,659,538 WJ削孔

⑥ -2 607 59 ⑥-1 9 151 60 488 296,216 WJ削孔

⑦ -1 410 56 ⑦-2 39 671 59 1,923 788,430 WJ削孔

⑦ -2 671 59 2,734 1,834,514 WJ削孔

⑩ -1 517 54 ⑩ 35 805 59 1,627 841,159 WJ削孔

⑬ -1 132 62 ⑬-2 6 521 62 371 48,972 WJ削孔

⑬ -2 521 62 3,019 1,572,899 WJ削孔

⑭ -1 108 58 2,642 285,336 WJ削孔

⑬ -3 238 59 ⑬ 6 819 59 353 84,014 WJ削孔

⑬ -4 536 59 ⑬ 5 819 59 295 158,120 WJ削孔

⑱ -1 115 60 ⑱ 15 796 61 851 97,865 WJ削孔

⑲ -1 125 57 ⑲ 6 792 57 341 42,625 WJ削孔

⑳ -1 796 56 ⑳ 30 647 57 1,567 1,247,332 WJ削孔

⑳ -2 647 57 ⑳-1 44 298 57 2,230 1,442,810 WJ削孔

合計体積 m
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削孔方法孔番号
(-枝番)

中心間
距離
[mm]

削孔長
[mm]

削孔径
[mm]

0.01313

摘要について

孔番号 枝番
削孔長
[mm]

削孔径
[mm]

隣接孔の情報

摘要

着色部
面積

[mm2]

体積

[mm3]
備考

社内検査担当者

社内検査日
社内検査責任者

施工箇所

不達孔の削孔長・削孔径管理表

計測箇所　状況写真 工 事 名：

受注者名：

不達孔隣接孔

中心間距離

① ③② ④

⑤
⑩⑨⑧⑦⑥

⑪ ⑭⑫ ⑮

⑳
⑲

⑬

⑱

⑰⑯

④-1
④-2

⑤-1

⑩-1
⑥-1
⑥-2

⑦-1
⑦-2

⑬-1 ⑬-2

⑭-1

⑳-1

⑳-2

⑬-3

⑬-4

①-1

⑲-1

⑱-1
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記録データを帳票に貼り付けて作成(転記ミスが無い)

追加機能による効果

削孔計測作業時間を削減した
• 段取りから帳票作成までの計測作業時間が、従来方法の754分か

ら削孔管理IoTシステム(追加機能)を用いることで422分に短縮

(44%削減)し、省力化が実現した。

2～3人必要であった計測が1人で作業可能に
なった
• 削孔長と径の計測、撮影、記録の機能が削孔管理IoTシステムに

集約・自動化されたため、作業員の省人化が実現した。

その他の効果
• 画像データ記録が残るため、削孔状況の再確認が容易になった。

• 現地で撮影した静止画面上のカーソル(円)を微調整することで、

ウォータージェット削孔の計測も可能となった。

画像処理で直径(𝐷1, 𝐷2)・中心間距離
(𝑙)を自動計測、正規孔との重複箇所を
控除した不達孔の断面積(𝐴)を自動算出

2 ・・𝐷1 𝐷2

𝑙

𝐴

正規孔 不達孔

↧ 𝐿2↧ 𝐿1

それぞれにロッドを挿入し
削孔長(𝐿1, 𝐿2)を計測
充填材体積を自動算出

3 ・・

正規孔 不達孔

■段取り ■正規孔計測
■不達孔計測 ■帳票作成

(分)

工数削減効果

画像データにカーソル(円)
を合わせる

1
正規孔 不達孔

0

120

240

360

480

600

720

840

従来方法
(手計測)

削孔管理IoT
システム(追加機能)

計測数：196本(内 正規孔101本、不達孔95本)

40分✕2人

55分✕2人

123分✕2人

318分✕1人

754分

24分✕1人
75分✕1人

132分✕1人

191分✕1人

422分

44%削減
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